
 学校だより５月号                                    令和４年４月２８日発行 

                           鴻巣市立広田小学校 

                          〒365-0005 鴻巣市広田３１５６－５ 

                          電 話 ０４８－５６９－００２６ 

                          ＦＡＸ  ０４８－５６９－３１９６ 

                          Ｅ-mail   hiroda-e@city.konosu.ed.jp 

 

子供の頃の「体験」がその後の成長に及ぼす効果  ～体験活動のすすめ～ 
              

 さわやかな心地よい風と色鮮やかな花々が、心を落ち着かせてくれます。新しいクラスになって子ど

もたちの顔にも少しばかりゆとりが見られるようになりました。昇降口を入ると、すぐに階段を上がる

1年生・４年生と、階段を上がらず職員室前の廊下を通る２年生・５年生・６年生にわかれます。本来

は全員が昇降口前の階段を上っていましたが、コロナ対策のため、一昨年から二通りの方向に分けて階

段を使用しています。職員室前を通る姿に、その日その日の子ども達の様子を感じとることができます。 

 いよいよ大型連休に入ります。今年は比較的続けてお休みが取れるようで、すでに御家庭では計画を

されているかもしれません。文部科学省が、子供の頃の「体験」がその後の成長に及ぼす効果を分析し

てその関連性を調べたところ（R3.9「体験活動に関する調査研究結果報告」）、「小学生の頃に体験活

動の機会に恵まれていると、高校生の頃の自尊感情が高くなる傾向が、家庭の経済状況などに左右され

ることなく見られる」ということが分かりました。以前学校だよりでも少し触れましたので記憶に新し

い方もいるかもしれません。具体的にどのような体験に効果があったかは、以下の通りでした。 

・体験活動（自然体験、社会体験、文化的体験）や読書、お手伝い 

・異年齢（年上・年下）の人とよく遊んだり、自然の場所や空き地・路地などでよく遊んだりした経験 

＊ただし、一つの経験だけでなく、多様な経験をすることが必要 

小学校の時に体験活動などをよくしていると、高校生の時に自尊感情や外向性、精神的な回復力とい

った項目の得点が高くなる傾向があったということです。「自尊感情」とは、自分に対して肯定的で自

分に満足しているなどの気持ち、「外向性」とは、自分のことを活発だと思うこと、「精神的な回復力」

とは、新しいことに興味をもったり、自分の感情を調整したり、将来に対して前向きな気持ちになった

りすることです。こういった心のもちかたは、子ども達の健全な成長には欠かせないものであり、今後

の様々な活動への意欲や行動力にも大きな影響を与えます。 

 ぜひ５月のお休みを利用して、手伝いや読書の習慣（読み聞かせ）を身に付けさせたり、公園や近隣

の遊び場へ出かけたり、また家で花の種をまいたり野菜を育てたりするなど、心と体がリフレッシュす

る体験をたくさんしてほしいと思います。また、スポーツを通じて、さまざまな人との交流を楽しむの

もよいと思います。学校でも「花栽培」「鼓笛」「ささら龍頭舞」「米作り」「野菜づくり」など、地

域と連携しながら体験活動の充実を図り、「多様な体験を土台」とした子どもの成長を支える環境づく

りに努めてまいります。 

             （文責 清水 良江） 
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親子で一緒に 教科書や文具類の 整理整頓を！ ～小学生で身に付けた整理整頓の習慣は、この先ずっと続きます～  

 
〇 物をすぐに新しくするのではなく、使えるものは最後まで大事に使う習慣をつけさせましょう。 

〇 使ったものは、かならずあった場所にもどすという習慣をつけましょう。 

〇 名前をしっかりと書くようにしましょう。名前のあるものは大事にします。 

☆ お子さんの作品などは、写真等に記録して取っておくのも一つの方法です。 

☆ 袋や学年帽子など、ほつれているものは修繕をお願いします。 

     


